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５．収益改善に向けて 

2015 年度に実施した固定資産の減損により毀損した財務体質の改善に向けた取り組みを強化してま

いります。新規中期経営計画最終年度（2018年度）の目標は、以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

６．中期経営期間の設備投資計画 

◆設備投資計画                                                       （単位：億円） 

 2015年度実績 ２０１６年度 ２０１７年度 ２０１８年度 

設備投資合計 ４０ ３４ ３５ ３５ 

 

７．中期経営計画の損益計画 

◆連結業績                                （単位：億円） 

 2015年度実績 ２０１６年度 ２０１７年度 ２０１８年度 

売上高 １，６９７ １，６６０ １，７００ １，７３０ 

営業利益 ９．４ ２５ ３０ ３５ 

経常利益 △１４．６ １０ １５ ２０ 

親会社株主に帰属する

当期純利益 △９１．５ ６ ９ １２ 

 

 

本件に対するお問合せ先： 

昭和電線ホールディングス株式会社 

 経営企画部ＩＲ・広報グループ TEL 03-5404-6951 

以 上 

① 固定費削減：2015年度対比１５億円 

③ 有利子負債：５４０億円以下 

② 成長分野への取り組み強化による利益拡大：2015年度対比１０億円 


